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１．需要調査・開拓費の概要

 需要調査とは、造成地や都市計画に係る情報の収集や、他燃料の使⽤状況のヒアリン
グ等による潜在需要の調査などである。

 需要開拓とは、他燃料を使⽤する需要家に対して都市ガス化の提案を⾏うことや、実
地調査により、ガス設備の導⼊可能性の検討などを⾏うことである。

 ⼀般ガス導管事業者が、都市ガス導管網が未だ整備されていない地域における都市ガ
ス導管網の整備促進に資する宅地・⼯業団地等の開発計画やこれに資する⼯場等の
燃料転換の可能性に関して⾏う需要調査・需要開拓に係る費⽤については、ガス⼩売
事業者間の公平性を確保しつつ、その妥当性を国が厳格に審査するという前提の下、
託送料⾦原価に算⼊することを認める。
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(参考)ガスシステム改⾰⼩委員会資料
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（出典）ガスシステム改⾰⼩委員会（第２６回）配布資料４

需要調査 需要開拓

新たな都市ガス導管網の整備を検
討する地域における造成地等に係る
情報収集・潜在需要の調査

内容

新たな都市ガス導管網の整備を検討
する地域や、過去５年以内に敷設さ
れた既存の都市ガス導管網などの周
辺地域における需要開拓（都市ガス
化の提案等）

 ガス⼩売事業者、調査会社など、需
要調査を⾏うために必要な能⼒を有
する者

資格者  ガス⼩売事業者

公募を⾏い、地域ごとに受託事業者
を決定 選定⽅法

公募を⾏い、広くガス⼩売事業者から
のエントリーを受け付けた上で、⼀地
域において複数のガス⼩売事業者に
需要開拓活動を競わせる

原価算定期間内において想定される
需要調査に係る委託費の合計額

託送料⾦
原価に算⼊
する費⽤

需要開拓によって増加する５年間の
託送料⾦収⼊増加額の１／２



調査内容

•東京ガス供給区域及びその周辺の住宅着
⼯⼾数の予測（住宅種類別、⾏政区
別）

東京ガス

２－１．需要調査費の申請内容

需要調査費の申請額、算定⽅法、調査内容は以下のとおりである

申請額
（H29-31平均）

9,914千円

算定⽅法

•過去実績（同様の委託調
査実績）

⼤阪ガス

東邦ガス

東京地区等

群⾺地区他

四街道地区

65千円

－千円

1,427千円

23,481千円

•参考⾒積もり（2社）により
算定

•参考⾒積もり（2社）により
算定

•外観調査（住宅基本情報・使⽤燃料
等）

•直接訪問によるアンケート調査（都市ガス
利⽤意向等）

•直接訪問によるアンケート調査（使⽤燃
料・使⽤量、都市ガス利⽤意向等）
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２－２．論点
5

⽬的

⼿続きの
公平性・
透明性

申請額の
適正性

 需要調査の内容は、都市ガス導管網が未だ整備されていない地域における都市ガス導管網の整備
促進に資するものか。

 需要調査の公募⼿続き及び調査結果の公表⽅法は、公平性、透明性が確保されているか。

 調査結果に係る地域における都市ガス導管網の整備の可能性の公表⽅法は妥当か。

 需要調査費の算定は適切か。

論点



３－１．需要開拓費の算定⽅法

Ｓｔｅｐ１

需要開拓費の算定⽅法は、算定省令によれば以下のとおり。

需要開拓により⾒込まれる
年間開発ガス量（増分需
要）を想定

6

託送料⾦収⼊増加額の
算定

Ｓｔｅｐ２ Ｓｔｅｐ３

託送料⾦収⼊増加額の
５年分の１／２として算
定した額の範囲内において
適正な⾒積額を原価算
⼊する

新たな導管の整備を検討す
る周辺地域及び当該⼀般ガ
ス事業者が過去5年以内に
敷設した既存導管の周辺地
域



東京ガス

３－２．需要開拓費の申請内容

東邦ガス

東京地区等

群⾺地区他

四街道地区

需要開拓費の年間開発ガス量、収⼊増加額、申請額等は以下のとおりである。

申請額

６，７８０

８９

１２

２，９６４66,890 １，１８６66,049 64,401

年間開発ガス量（千㎥） 収⼊増加額

812,99033,001

696 687 693 ３６

２，７１２

66 68 68 ５

33,549

１，９５９94,288 94,056 94,050 ７８４
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H29 H30 H31
（ H 2 9 - 3 1 平 均 、 単 位 ： 百 万 円 ）

原価算⼊限度額

６，７８０

８９

１２

⼤阪ガス ２，９６４

１，９５９



３－３．論点
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論点

⽬的

⼿続きの
公平性・
透明性

 需要開拓の内容は、都市ガス導管網が未だ整備されていない地域における都市ガス導管網の整備
促進に資するものか。

 需要開拓の公募⼿続及び⽀払等の条件は、公平性、透明性が確保されているか。
 全体フロー（スケジュールも含む。）は明確か。
 需要開拓を依頼する対象地域及び対象物件等の設定・公表はどのように⾏われるのか。
 需要開拓に係る⽀払額の決定⽅法は公平性、透明性は確保されているか。
など

申請額
の適正性

 申請額は、需要開拓活動の委託内容（⼿数料単価）や想定需要獲得件数と照らして、合理的
な⾒積もりとなっているか。

 申請額は、託送料⾦収⼊増加額の5年分の1/2以内となっているか。
 託送料⾦収⼊増加額は、年間開発ガス量に基づき適切に算定されているか。
 年間開発ガス量は、各社によって異なる期間の過去実績に基づき算定しているところ、需要想定に基
づき算定すべきではないか。



(参考)算定省令 抜粋
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需要調査・開発費
以下のＡ及びＢの合計額とする。
Ａ．需要調査費
原価算定期間内において想定される適正な⾒積額とする。
Ｂ．需要開拓費
当該⼀般ガス事業者が新たな導管の整備を検討する周辺地域及び当該⼀般ガス事業者が
過去５年以内（⼀般ガス導管事業者間の供給区域を連結する導管及びガス事業法施⾏規
則第２条の２に規定する導管にあっては、過去15年以内）に敷設した既存導管の周辺地域
における年間開発ガス量（増分需要）を想定し、託送料⾦収⼊額増加額の５年分の１／
２として算定した額の範囲内における適正な⾒積額とする。
（出典）電気事業法等の⼀部を改正する等の法律附則第⼗⼋条第⼀項の規定に基づき⼀般ガス事業者が定める託送供給約款で設定する託送供給約款料⾦の算定に関す
る省令



(参考)審査要領 抜粋
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第２章 「原価等の算定」に関する審査
第３節 個別査定対象ネットワーク費⽤
算定省令第４条の規定に基づいて申請⼀般ガス事業者が算定した営業費のうち、個別査
定対象ネットワーク費⽤については、第1節の考え⽅に基づき、次のとおり審査するものとする。
５．需要調査・開拓費については、年間開発ガス量の算定根拠が実績及び供給計画等を

踏まえて妥当であるか否か、託送料⾦収⼊額増加額が年間開発ガス量に基づき適切
に算定されているか否かを確認する。

（出典）電気事業法等の⼀部を改正する等の法律附則第⼗⼋条第⼀項の規定に基づき⼀般ガス事業者が定める託送供給約款で設定する託送供給約款料⾦審査要領



(参考)ガスシステム改⾰⼩委員会資料 (1/9)
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（出典）ガスシステム改⾰⼩委員会（第２４回）配布資料



(参考)ガスシステム改⾰⼩委員会資料 (2/9)
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（出典）ガスシステム改⾰⼩委員会（第２６回）配布資料４



(参考)ガスシステム改⾰⼩委員会資料 (3/9)
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（出典）ガスシステム改⾰⼩委員会（第２６回）配布資料４



(参考)ガスシステム改⾰⼩委員会資料 (4/9)
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（出典）ガスシステム改⾰⼩委員会（第２６回）配布資料４



(参考)ガスシステム改⾰⼩委員会資料 (5/9)
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（出典）ガスシステム改⾰⼩委員会（第２６回）配布資料４



(参考)ガスシステム改⾰⼩委員会資料 (6/9)
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（出典）ガスシステム改⾰⼩委員会（第２６回）配布資料４



(参考)ガスシステム改⾰⼩委員会資料 (7/9)
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（出典）ガスシステム改⾰⼩委員会（第２６回）配布資料４



(参考)ガスシステム改⾰⼩委員会資料 (8/9)
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（出典）ガスシステム改⾰⼩委員会（第２６回）配布資料４



(参考)ガスシステム改⾰⼩委員会資料 (9/9)
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（出典）ガスシステム改⾰⼩委員会（第２６回）配布資料４



（参考）ガスシステム改⾰⼩委員会における主な意⾒
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託送料⾦の中に、需要開拓費をちゃんと含めてくれというような要望が今後よりはっきり出てくると思い
ますが、需要開拓費を⼊れるなどというのは、電気の託送料⾦算定の発想からすると相当に変な発
想。しかしガスの特性から考えると必要かもしれない。もし⼊れるとすると、それは⾃社の需要開拓費
だけを⼊れるなんていうことは、託送の発想からして絶対にあり得ないと思いますので、仮に⼊れるとし
ても、公平に透明な形で公募などする格好で出てきたもの、新規参⼊者も潜在的には参加しうるも
のになると思います。そうすると料⾦審査の段階で、それが公平で透明なもので⼊れられると判断でき
るようなものにするとなると、今から事業者にも準備していただかないと、きっと審査の段階で間に合わ
なくなると思います。したがってこれは相当に緊急な話だということを理解していただきたい。議論を早い
タイミングで始めないと本当に間に合わなくなる。この点を⼼配しております。（第22回 松村委員）

需要開拓費を託送料⾦に⼊れるという問題については、既に頭出しがあり、公正な形にしてくれという
要請に対応して、⼊札をきちんと⾏うということですので、基本的に⽂句を⾔うことはない。ただこの場
合に、何が対象になって、更に⼊札の制度をどう設計するのかは、事業者が勝⼿にやってよいというわ
けにはいかないと思います。⼀定の監視が必要。今でも、例えば電気であれば、電源の⼊札等に関し
ては⼀定の監視が⼊っている。ガスの場合には、託送料⾦に⼊れる訳ですから、より透明性は必要。
しかもネットワーク産業全体で⾒ても、世界的にも国内的にも標準とは⾔い難い形で⼊れるので、透
明性の要求は電源⼊札以上に⾼いと思います。何らかの第３者による外部監視は不可⽋だと思い
ます。（第24回 松村委員）

（出典）ガスシステム改⾰⼩委員会（第２４回、第２６回）配布資料



（参考）佐藤オブザーバー提出資料（1/3）
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（出典）料⾦審査専⾨会合（第15回）配布資料3-5



（参考）佐藤オブザーバー提出資料（2/3）
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（出典）料⾦審査専⾨会合（第15回）配布資料3-5



（参考）佐藤オブザーバー提出資料（3/3）
23

（出典）料⾦審査専⾨会合（第15回）配布資料3-5


